
活性化リンパ球療法の概要

◎ 全体的な免疫力が高まる

◎ がんに対抗する※

◎ 食欲増進や多幸感が得られる

◎ 結果、生活の質QOLが向上する

弱った免疫細胞を体外で元気大量化

免疫細胞の一種、リンパ球はがんや外来異物を監視して闘っています

でも、がんになると免疫力が弱まってしまうのです

体外で元気・大量化したリンパ球を体に戻して免疫力を高める治療です

患者様から少量採血を行い、リンパ球の培養を行って、約2週間後に点滴で
大量の活性化リンパ球を投与します（半日お預かり）

副作用は特になく、身体に優しい治療です

元気になって大量に増えたリンパ球

がん後の動物のより良いQOLをお求めの際にお問い合わせください

適応になり得る病気

がん全般（一部除外あり）

免疫強化・アンチエイジング

ターミナルケアのQOL向上・維持

適応できない場合

リンパ腫

猫エイズ、猫白血病などの

ウイルス性疾患

※ 大きな固形がんにはあまり向かず、
切除後残存、転移、新規発生などの
微小がんを抑えることを期待します

患者様に投与

期待できる効果

活性化リンパ球療法などの免疫療法は、がんの３大療法

（手術、放射線治療、抗がん剤）と原理が異なる第4の治療です。
３大療法と併用することで、相加相乗効果も期待できます。


